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靖
國
神
社
春
季
例
大
祭

安
倍
総
理
は
参
拝
を
見
送
り
大
真
榊
を
奉
納

　

四
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

三
日
の
三
日
間
、
靖
國
神
社

春
季
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
、

天
皇
陛
下
よ
り
勅
使
が
差
し

遣
わ
さ
れ
御
幣
帛
が
奉
納
さ

れ
た
。

　

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣

は
例
大
祭
期
間
中
の
参
拝
を

見
送
り
、
二
十
一
日
に
大
真

榊
（
お
お
ま
さ
か
き
）
を
奉

納
。
安
倍
総
理
は
平
成
二
十

五
年
の
春
季
例
大
祭
か
ら
続

け
て
大
真
榊
を
奉
納
し
て
い

る
。
一
方
、
衛
藤
晟
一
総
理

補
佐
官
は
二
十
一
日
昼
に
靖

國
神
社
に
参
拝
し
た
。ま
た
、

町
村
信
孝
衆
議
院
議
長
（
当

時
）、
山
崎
正
明
参
議
院
議

長
、
塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
も
大
真
榊
が
奉
納
さ

れ
た
。

超
党
派
議
連
の
衆
参
国
会
議
員

百
九
十
人
が
靖
國
神
社
に
参
拝

　

超
党
派
の
国
会
議
員
で
つ

く
る
「
み
ん
な
で
靖
國
神
社

に
参
拝
す
る
国
会
議
員
の
会

（
会
長
・
尾
辻
秀
久
参
議
院
議

員
／
日
本
遺
族
会
会
長
）」の

衆
参
両
院
国
会
議
員
百
九
十

人
（
本
人
百
六
人
、
代
理
八

十
四
人
）
が
、
靖
國
神
社
春

季
例
大
祭
期
間
中
の
四
月
二

十
二
日
午
前
、
靖
國
神
社
に

参
拝
し
た
。

　

当
日
は
、
小
里
泰
弘
環
境

副
大
臣
、
赤
池
誠
章
文
部
科

学
政
務
官
、
福
山
守
環
境
政

務
官
ら
政
府
関
係
者
の
ほ

か
、
自
民
党
、
民
主
党
、
維

新
の
党
、
次
世
代
の
党
、
日

本
を
元
気
に
す
る
会
、
無
所

属
の
国
会
議
員
の
会
員
が
そ

ろ
っ
て
参
拝
し
、
社
に
鎮
ま

る
ご
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧

げ
た
。

　

ま
た
、高
市
早
苗
総
務
相
、

山
谷
え
り
子
国
家
公
安
委
員

長
、
有
村
治
子
女
性
活
躍
担

当
相
の
三
閣
僚
は
二
十
三

日
、
そ
れ
ぞ
れ
靖
國
神
社
に

参
拝
し
た
。
高
市
総
務
相
は

「
国
策
に
殉
じ
た
方
々
の
御

霊
に
尊
崇
の
念
を
持
っ
て
感

謝
の
誠
を
捧
げ
た
」と
述
べ
、

ま
た
山
谷
国
家
公
安
委
員
長

も
「
国
の
た
め
に
戦
い
貴
い

命
を
捧
げ
た
英
霊
に
感
謝
の

誠
を
捧
げ
た
」
と
説
明
。
有

村
担
当
相
は
「
戦
地
に
赴
き

命
を
捧
げ
た
方
々
や
、
塗
炭

の
苦
し
み
を
味
わ
っ
た
遺
族

の
歩
み
に
思
い
を
い
た
し
参

拝
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

尾
辻
議
連
会
長
は
参
拝

後
、
靖
國
神
社
参
集
殿
で
水

落
事
務
局
長
と
共
に
記
者
会

見
に
臨
み
、
安
倍
総
理
が
参

拝
を
見
送
り
“
大
真
榊
”
を

奉
納
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の

記
者
団
の
質
問
に
、「
ご
英
霊

の
皆
さ
ん
は
、
国
の
平
和
を

念
頭
に
置
い
た
首
相
の
判
断

に
つ
い
て
は
、
首
相
に
お
任

せ
し
よ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　

四
月
二
十
二
日
に
超
党
派

議
連
で
参
拝
し
た
百
九
十
人

（
代
理
含
む
）の
衆
参
国
会
議

員
は
次
の
と
お
り
。

（
党
派
別
・
敬
称
略
）

議
員
本
人
参
拝

▼
衆
議
院　

70
人

【
自
民
党
】
逢
沢
一
郎
、
秋
葉

賢
也
、
池
田
道
孝
、
石
川
昭

政
、
伊
東
良
孝
、
井
上
貴
博
、

井
林
辰
憲
、
今
津
寛
、
岩
田

和
親
、
衛
藤
征
士
郎
、
江
藤

拓
、
大
串
正
樹
、
大
塚
高
司
、

大
西
英
男
、
大
見
正
、
岡
下

昌
平
、
奥
野
信
亮
、
小
里
泰

弘
、
鬼
木
誠
、
梶
山
弘
志
、

加
籐
寛
治
、
金
子
恭
之
、
金

田
勝
年
、
木
内
均
、
岸
信
夫
、

北
村
誠
吾
、
小
島
敏
文
、
後

藤
田
正
純
、櫻
田
薮
孝
、佐
々

木
紀
、
新
谷
正
義
、
瀬
戸
隆

一
、
高
鳥
修
一
、
竹
本
直
一
、

田
中
和
徳
、
田
中
英
之
、
田

畑
裕
明
、
田
村
憲
久
、
冨
樫

博
之
、
と
か
し
き
な
お
み
、

豊
田
真
由
子
、
長
尾
敬
、
長

坂
康
正
、
中
谷
真
一
、
根
本

幸
典
、
原
田
義
昭
、
福
山
守
、

藤
丸
敏
、
堀
内
詔
子
、
松
本

文
明
、
三
ツ
林
裕
己
、
宮
内

秀
樹
、
宮
澤
博
行
、
宮
路
拓

馬
、
武
藤
貴
也
、
森
山
裕
、

保
岡
興
治
、
簗
和
生
、
山
下

貴
司
、
山
田
賢
司 

【
維
新
の
党
】
下
地
幹
郎
、
河

野
正
美
、
升
田
世
喜
男
、
丸

山
穂
高
、
村
岡
敏
英

【
次
世
代
の
党
】
園
田
博
之
、

平
沼
赳
夫

【
民
主
党
】
鈴
木
貴
子
、
中
根

康
浩
、
福
島
伸
享

▼
参
議
院　

36
人

【
自
民
党
】
赤
池
誠
章
、
石
井

正
弘
、
磯
﨑
仁
彦
、
井
原
巧
、

岩
城
光
英
、
上
野
通
子
、
江

島
潔
、
岡
田
広
、
尾
辻
秀
久
、

小
坂
憲
次
、
酒
井
庸
行
、
佐

藤
信
秋
、
佐
藤
正
久
、
島
田

三
郎
、
塚
田
一
郎
、
中
泉
松

司
、
中
曽
根
弘
文
、
長
峯
誠
、

西
田
昌
司
、
野
村
哲
郎
、
馬

場
成
志
、
藤
川
政
人
、
堀
井

厳
、
舞
立
昇
治
、
松
山
政
司
、

三
木
亨
、
水
落
敏
栄
、
三
宅

伸
吾
、
山
本
順
三
、
若
林
健

太【民
主
党
】
羽
田
雄
一
郎
、
小

見
山
幸
治

【
次
世
代
の
党
】
江
口
克
彦
、

中
野
正
志
、
中
山
恭
子
、
和

田
政
宗議

員
代
理
参
拝

▼
衆
議
院　

62
人

【
自
民
党
】
秋
元
司
、
あ
べ
俊

子
、
甘
利
明
、
石
破
茂
、
稲

田
朋
美
、
井
上
信
治
、
伊
吹

文
明
、
遠
藤
利
明
、
大
西
宏

幸
、
小
渕
優
子
、
金
子
一
義
、

神
山
佐
市
、
亀
岡
偉
民
、
神

田
憲
次
、
城
内
実
、
木
村
太

郎
、
小
松
裕
、
佐
田
玄
一
郎
、

左
藤
章
、
塩
崎
恭
久
、
塩
谷

立
、
竹
下
亘
、
田
中
良
生
、

棚
橋
泰
文
、
土
屋
品
子
、
土

屋
正
忠
、
渡
海
紀
三
郎
、
富

岡
勉
、
永
岡
桂
子
、
中
村
裕

之
、
中
山
泰
秀
、
二
階
俊
博
、

西
川
公
也
、
西
村
明
宏
、
西

村
康
稔
、
丹
羽
秀
樹
、
野
田

聖
子
、
橋
本
岳
、
葉
梨
康
弘
、

平
井
た
く
や
、
福
井
照
、
ふ

く
だ
峰
之
、
藤
原
崇
、
古
川

禎
久
、
細
田
健
一
、
町
村
信

孝
、
松
本
純
、
松
本
洋
平
、

三
ツ
屋
憲
生
、
宮
川
典
子
、

望
月
義
夫
、
山
口
俊
一
、
山

口
泰
明
、
山
本
公
一
、
山
本

拓
、
山
本
有
二
、
渡
辺
博
通 

【
維
新
の
党
】
松
浪
健
太
、
重

徳
和
彦

【
民
主
党
】
鈴
木
克
昌

【
無
所
属
】
上
西
小
百
合
、
長

崎
幸
太
郎

▼
参
議
院　

22
人

【
自
民
党
】
青
木
一
彦
、
有
村

治
子
、
岩
城
光
栄
、
宇
都
隆

史
、
衛
藤
晟
一
、
大
家
敏
志
、

金
子
原
二
郎
、
北
村
経
夫
、

関
口
晶
一
、
滝
沢
求
、
二
之

湯
武
史
、
橋
本
聖
子
、
福
岡

資
磨
、
牧
野
た
か
お
、
松
村

祥
史
、
三
原
じ
ゅ
ん
子
、
山

谷
え
り
子
、
山
本
一
太 

【
維
新
の
党
】
片
山
虎
之
助

【
新
党
改
革
】
荒
井
広
幸 

【
日
本
を
元
気
に
す
る
会
】ア

ン
ト
ニ
オ
猪
木 

【
無
所
属
】
山
崎
正
昭
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先
の
大
戦
の
終
結
か
ら
七

十
年
目
の
五
月
五
日
、
新
緑

眩
し
い
岡
山
県
護
國
神
社
に

県
下
各
地
か
ら
約
千
五
百
人

が
参
集
す
る
中
、
岡
山
県
戦

没
者
春
季
慰
霊
祭
（
岡
山
県

戦
没
者
顕
彰
会
主
催
）
が
執

り
行
わ
れ
、
ご
英
霊
の
安
ら

か
な
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
、
奥
西
道
浩
宮

司
ら
神
職
に
よ
る
神
事
に
続

い
て
吉
備
舞
や
詩
吟
舞
を
奉

納
。
次
い
で
小
田
圭
一
顕
彰

会
会
長
、
木
幡
浩
副
知
事
、

国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
ら

各
界
代
表
が
本
殿
に
玉
串
を

捧
げ
て
拝
礼
し
、
明
治
か
ら

先
の
大
戦
ま
で
国
難
に
殉
ぜ

ら
れ
た
ご
英
霊
五
万
六
千
七

百
二
十
二
柱
の
御
霊
（
慰
霊

祭
前
日
の
五
月
四
日
に
合
祀

祭
が
執
り
行
わ
れ
新
た
に
四

柱
の
ご
英
霊
を
合
祀
）
に
感

謝
の
誠
を
捧
げ
る
と
共
に
恒

久
平
和
を
お
誓
い
し
た
。

　

ま
た
、
翌
六
日
に
は
岡
山

県
護
國
神
社
春
季
例
大
祭
が

執
り
行
わ
れ
た
。

　

春
季
慰
霊
行
事
の
両
日
、

岡
山
県
遺
族
連
盟
は
境
内
に

お
い
て
護
國
神
社
奉
賛
募
金

を
実
施
し
、
参
拝
者
か
ら
六

万
七
千
七
百
五
十
七
円
の
温

か
い
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

春
の
慰
霊
行
事
に
参
列
さ

れ
た
各
界
の
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。
今
後
と
も
ご
英

霊
の
慰
霊
顕
彰
と
戦
没
者
遺

族
の
援
護
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間

中
、
早
朝
よ
り
ご
奉
仕
を
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
岡
山
県
副
知
事 

　

木
幡　
　

浩 

▼
岡
山
県
議
会
議
長 

　

小
田　

圭
一 

▼
国
会
議
員 

　

逢
沢　

一
郎
（
代
理
）

　

山
下　

貴
司

　

阿
部　

俊
子
（
代
理
）

　

橋
本　
　

岳
（
代
理
）

　

加
藤　

勝
信
（
代
理
）

　

池
田　

道
孝
（
代
理
）

　

石
井　

正
弘
（
代
理
）

　

平
沼　

赳
夫
（
代
理
）

　

片
山
虎
之
助

　

柚
木　

道
義 

▼
岡
山
県
議
会
議
員 

　
千
田　

博
通

　

天
野　
　

学

　

岡
崎　
　

豊

　

河
本　
　

勉

　

渡
辺　

英
気

　

伊
藤　

文
夫

　

井
元
乾
一
郎

　

佐
藤　

真
治

　
蓮
岡　

靖
之

　

波
多　

洋
治

　

蜂
谷　

弘
美

　

遠
藤　

康
洋

　

小
倉　

弘
行

　

池
本　

敏
朗

　

太
田　

正
孝

　

青
野　

高
陽

　

江
本　

公
一

　

渡
邊　

吉
幸

　

小
林　

義
明

　

木
口　

京
子

　

福
島　

恭
子

　

山
本　

雅
彦 

▼
岡
山
県
町
村
会
会
長 

　

河
島　

健
一（
久
米
南
町
）

▼
市
町
村
長 

　

大
森　

直
徳
（
和
気
町
）

▼
市
町
村
議
会
議
員 

　
松
島　

重
綱
（
岡
山
市
）

　

和
気　
　

健
（　

〃　

）

　

川
本
浩
一
郎
（　

〃　

） 

▼
岡
山
県
神
社
庁
庁
長 

　

河
本　

貞
紀 

▼
岡
山
偕
行
会
会
長 

　

鳴
海　
　

榮 

▼
黒
住
教
本
部
教
団
総
務 

　

野
村　

一
裕

　
　
　
遺
　
　
　
書海

軍
少
佐　

 

沖　

山　

文　

忠　

命　

昭
和
二
十
年
五
月
十
五
日　
　
　

南
西
諸
島
に
て
戦
死　
　
　
　
　

東
京
都
八
丈
島
大
賀
郷
村
出
身　

二
十
五
歳　

（
前
略
）

今
、敵
米
英
艦
隊
が
断
末
魔
の
苦
し
み
に
も
が
い
て
居
る
戦
場
に
程
近
い
基

地
で
待
機
、
今
日
明
日
の
必
死
必
中
攻
撃
を
待
っ
て
居
り
ま
す
。

今
は
何
も
憶
ふ
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
、
青
史
（
せ
い
し
）
ま
さ
に
三
千
年

ゆ
る
ぎ
な
き
神
州
に
生
を
享
け
て
二
十
有
余
年
、
広
大
無
辺
な
る
鴻
（
こ

う
）
恩
（
お
ん
）
に
浴
し
父
母
の
慈
愛
に
育
ま
れ
、
山
よ
り
も
高
く
海
よ
り

も
深
い
師
の
導
き
に
よ
り
、大
東
亜
の
盟
主
た
る
皇
国
民
と
し
て
大
過
な
く

今
日
あ
る
を
得
、今
又
赤
子
の
一
人
と
し
て
神
風
特
攻
隊
員
と
し
て
神
州
の

不
滅
を
確
信
し
つ
つ
悠
久
の
大
義
に
生
き
る
。例
へ
こ
の
身
は
敵
米
艦
と
共

に
太
平
洋
の
も
く
ず
と
な
ら
う
と
も
、日
本
男
児
と
生
を
享
け
之
に
過
ぐ
可

き
本
懐
が
又
と
あ
り
ま
せ
う
や
。

（
中
略
）

皇
国
の
興
廃
を
賭
す
る
こ
と
一
大
過
渡
期
に
当
り
て
、君
の
御
楯
と
散
り
行

く
わ
が
身
は
実
に
幸
福
で
あ
り
ま
す
。最
期
に
臨
み
申
し
上
げ
度
き
事
は
、

皇
室
の
ご
安
泰
と
大
東
亜
の
健
全
な
る
発
展
を
神
か
け
て
お
祈
り
申
し
上

げ
る
と
云
う
事
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
亡
き
母
は
勿
論
、
父
上
始
め
肉
親
の
皆
様
、
長
々
と
ご
苦
労
の
み
お
掛

け
し
て
何
等
為
す
処
も
な
く
、孝
養
ら
し
き
事
す
ら
せ
ず
し
て
去
り
行
く
私

を
何
卒
お
許
し
下
さ
い
。
で
は
皆
様
末
長
く
お
幸
福
に
。

　

昭
和
二
十
年
五
月
六
日

沖
山
文
忠　

沖
山
徳
三
郎
殿�

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
七
年
五
月
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

岡
山
県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭

ご
英
霊
の
冥
福
と
平
和
希
求
を
誓
う
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日
本
遺
族
会
顧
問

参
議
院
議
員

　
水み

ず

落お
ち

敏と
し

栄え
い

　

ご
遺
族
の
皆
様
に
は
、
お

元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

先
月
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

は
パ
ラ
オ
共
和
国
を
訪
問
さ

れ
、
激
戦
地
ペ
リ
リ
ュ
ー
島

の
西
太
平
洋
戦
没
者
の
碑
に

日
本
か
ら
持
参
さ
れ
た
白
菊

を
献
花
さ
れ
、
御
霊
の
冥
福

を
祈
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
発
前
に
は
両
陛
下
と
も

体
調
を
崩
さ
れ
た
と
い
う
報

道
が
あ
り
、
二
日
間
の
過
密

日
程
に
加
え
、
三
十
度
を
超

す
南
洋
の
気
候
は
大
き
な
ご

負
担
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
が
、
慰
霊
に
対
し
て

の
強
い
ご
信
念
に
は
誠
に
感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

陛
下
は
パ
ラ
オ
出
発
を
前

に
「
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
美
し

い
島
々
で
、
こ
の
よ
う
な
悲

し
い
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
ら
れ
、
戦
争
の

風
化
を
危
惧
し
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

戦
後
七
十
年
、
国
民
の
八

割
が
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

が
占
め
る
今
日
、
戦
争
は
風

化
さ
れ
、
平
和
で
豊
か
な
暮

ら
し
を
当
た
り
前
と
し
て
受

け
止
め
る
風
潮
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
戦
争
で

悲
惨
な
体
験
を
し
た
遺
族
が

「
戦
争
体
験
」
を
語
り
、
二
度

と
私
た
ち
の
よ
う
な
遺
族
を

作
ら
な
い
と
い
う
平
和
の
訴

え
は
強
く
心
に
響
く
と
思
い

ま
す
。
故
に
遺
族
会
は
「
平

和
の
語
り
部
」
を
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一

歩
と
し
て
家
庭
か
ら
始
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

陛
下
は
、
国
民
が
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
日
と
し
て
、
六

月
二
十
三
日
の
「
沖
縄
戦
終

結
の
日
」、
八
月
六
日
、
九
日

の
「
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆

投
下
の
日
」、そ
し
て
八
月
十

五
日
の
「
終
戦
の
日
」
を
挙

げ
ら
れ
、
毎
年
平
和
の
祈
り

を
捧
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
家

庭
の
中
で
、
こ
う
し
た
教
育

を
す
る
こ
と
で
平
和
に
対
す

　多くの尊い命が失われた先の大戦が終結してから今年で70年の節目を迎えましたが、岡山県遺族連盟ではこの節目
の年にあたり、岡山県護國神社との共催で「靖國神社における岡山県出身戦没者慰霊祭と伊勢神宮正式参拝の旅」を
計画いたしました。国家存亡の危機に際し尊い命を捧げられたご英霊鎮まる靖國神社、そして日本人の心のふるさと
である伊勢の神宮で、祖国の安寧と世界平和を祈願いたしたいと存じますので、多くの皆様方のご参加を賜りますよ
うご案内申し上げます。

（
四
頁
に
続
く
）

時
局
に
思
う

岡山県遺族連盟・岡山県護國神社共催

終戦70周年記念事業
靖國神社と伊勢神宮正式参拝の旅

平成27年９月27日㈰〜９月29日㈫ ２泊３日

月　　日 行                            程 宿　　　舎

９月27日
㈰

岡山駅発（８：58）のぞみ122号（弁当） 東京駅着（12：23） 〜 貸切バス 〜  
靖國神社で岡山県出身戦没者慰霊祭・遊就館拝観 〜 東京スカイツリー 〜 御座
船安宅丸で夜の東京湾周遊（観劇を楽しみながら夕食）〜 宿舎着（21：00）頃

東　　京
ホテルグランドパレス

東京

９月28日
㈪

宿舎発（８：00） 〜 貸切バス 〜 東京駅発（８：40）のぞみ157号 名古屋駅着 
（10：21） 〜 松坂市内（昼食） 〜 伊勢神宮外宮参拝・せんぐう館拝観 〜 
 二見ヶ浦散策 〜 宿舎着（18：00）頃

三重県鳥羽市
戸 田 屋

９月29日
㈫

宿舎発（８：30） 〜 貸切バス 〜 伊勢神宮内宮神楽殿にて御神楽奉納・御垣内 
参拝 〜 おかげ横丁散策（昼食） 〜 新大阪駅発（17：09）のぞみ115号 岡山駅着
（17：55）〜 着後、解散

◎旅 行 代 金　　お一人 77,000円（１日目：洋室２名１室／２日目：和室男女別相部屋利用）
◎募 集 定 員　　90名（最少催行人員40名）
◎お申込み先　　〒703-8272　岡山市中区奥市３-21「岡山県護國神社」
　　　　　　　　　　　　　　電話 （086）272-3017／FAX （086）272-3016
　　　　　　　　※電話又はFAXで参加者の住所・氏名・年令・電話番号・同室希望等をご連絡下さい。
◎申 込 金　　お申し込み後、郵便振替用紙を送りますので申込金10,000円を送金して下さい。
◎申 込 締 切　　７月31日㈮までに
◎そ の 他　　＊上記の日程は平成27年５月現在のものであり、今後変更となる場合があります。
　　　　　　　　＊日程等が確定次第、旅行代理店（日本旅行岡山支店）から参加者へご案内いたします。
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
七
年
五
月
行
事
表

２
日　

�
岡
山
市
西
大
寺
遺
族
連
合
会
女
性
部
総
会
・
母
に
感
謝
す
る
会

（
玉
野
市
内
）

３
日　

聖
比
島
観
世
音
菩
薩
恒
例
祭
典
（
最
上
稲
荷
山
妙
教
寺
）

４
日　

県
護
國
神
社
合
祀
祭
（
県
護
國
神
社
）

５
日　

岡
山
県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

県
連
盟
常
任
理
事
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

　
　
　

倉
敷
市
児
島
戦
没
者
慰
霊
祭
（
中
山
忠
魂
碑
）

６
日　

岡
山
県
護
國
神
社
春
季
例
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

る
心
は
育
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
。

　
「
恒
久
平
和
な
社
会
の
実

現
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
平
和
な
社
会
を
作
る
に

は
、
法
律
や
社
会
基
盤
を
整

え
る
こ
と
よ
り
も
、
一
番
大

切
な
の
は
国
民
一
人
一
人
の

意
識
の
持
ち
方
、
す
な
わ
ち

教
育
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
は
一
朝
一
夕
に
は
目
に

見
え
た
成
果
は
上
げ
ら
れ
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

心
に
ま
い
た
平
和
の
種
は
、

日
々
の
積
み
重
ね
に
よ
り
確

実
に
花
を
咲
か
せ
、
確
固
た

る
信
念
を
育
む
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
全
国
の
ご
遺
族
の

代
表
と
し
て
、
国
会
に
お
送

り
い
た
だ
い
た
重
責
を
胸
に

刻
み
、
遺
族
の
声
を
国
政
に

届
け
、
平
和
の
灯
を
守
り
抜

く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
皆
様
に
は
一
層
の
ご
指

導
、
ご
支
援
を
切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
水
落
氏
の
現
在
の
役
職

　

自
由
民
主
党
戦
没
者
遺
骨

帰
還
に
関
す
る
特
命
委
員
会

委
員
長
、
参
議
院
文
教
科
学

委
員
長
、
遺
家
族
議
員
協
議

会
事
務
局
長
、
み
ん
な
で
靖

國
神
社
に
参
拝
す
る
国
会
議

員
の
会
事
務
局
長
、
日
本
遺

族
会
顧
問
、
自
由
民
主
党
組

織
運
動
本
部
長
代
理　

等

│
│
◦
│
│
◦
│
│

　

日
本
遺
族
政
治
連
盟
は
、

平
成
二
十
八
年
夏
に
行
わ
れ

る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

お
け
る
連
盟
唯
一
の
比
例
代

表
推
薦
候
補
者
に
、
日
本
遺

族
会
顧
問
の
水
落
敏
栄
氏

（
現
参
議
院
議
員
）を
擁
立
す

る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。

東
京
の
夏
の
風
物
詩
│

靖
國
神
社
み
た
ま
ま
つ
り

献
灯
ご
案
内

申
し
込
み
要
領

【
小
型
献
灯
】

◆
初
穂
料

　
　

一
灯
に
つ
き　

三
千
円

◆
永
代
献
灯
基
金

　
（
永
代
に
亘
り
掲
揚
）

　
　

一
灯
に
つ
き　

七
万
円

【
大
型
献
灯
】

◆
初
穂
料

　
　

一
灯
に
つ
き　

一
万
二
千
円

◆
永
代
献
灯
基
金

　
（
永
代
に
亘
り
掲
揚
）

　
　

一
灯
に
つ
き　

二
十
万
円

◎
お
申
し
込
み
は 

　

〒
一
〇
二-

八
二
四
六

　
　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
三-

一-

一「
靖
國
神
社
社
務
所
」

電　

話
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
三
二
六　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
六
二
五
（
大
型
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
三
二
〇
（
小
型
）

◎
郵
便
局
備
付
け
の
振
替
用
紙
を
利
用
の
方
は

　

振
替
番
号　

東
京　

〇
〇
一
九
〇-

一-

四
六
七
一
〇

　

加
入
者
名　

靖
國
神
社
社
務
所

　

＊
通
信
欄
に
掲
揚
者
名
を
必
ず
記
入
の
こ
と
。

　
　
（
御
祭
神
名
で
は
掲
揚
で
き
ま
せ
ん
）

　

＊
小
型
・
大
型
、
掲
揚
灯
数
を
記
入
の
こ
と
。

　

＊
掲
揚
場
所
等
は
神
社
に
ご
一
任
下
さ
い
。

◎
申
込
締
切　

六
月
二
十
日

※
永
代
献
灯
基
金
新
規
申
込
終
了
の
お
知
ら
せ

　

永
代
献
灯
基
金
の
新
規
申
込
は
平
成
27
年
７
月
16
日
の
受
付

分
を
も
っ
て
終
了
致
し
ま
す
。
以
降
は
単
年
献
灯
（
毎
年
の
申

込
み
）
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。
な
お
、

既
に
お
申
込
み
頂
い
て
い
ま
す
永
代
献
灯
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
献
灯
行
事
の
続
く
限
り
掲
揚
致
し
ま
す
。

７
日　

県
連
盟
女
性
部
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

13
日　

日
遺
女
性
部
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
役
員
会
（
牛
窓
町
公
民
館
）

15
日　

倉
敷
市
遺
族
連
合
協
議
会
総
会
（
倉
敷
市
役
所
）

17
日　

倉
敷
市
児
島
遺
族
連
合
会
総
会
（
児
島
交
流
Ｃ
）

18
日　

倉
敷
市
倉
敷
遺
族
連
合
会
総
会
（
倉
敷
市
役
所
）

19
日　

井
原
市
戦
没
者
追
悼
式
（
井
原
市
民
会
館
）

22
日　

日
遺
第
７
回
理
事
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
理
事
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

備
前
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
備
前
市
役
所
）

23
日　

総
社
市
遺
族
連
合
会
総
会
（
総
社
市
総
合
福
祉
Ｃ
）

25
日　

千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
拝
礼
式（
東
京
都
・
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
）

26
日　

新
見
市
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
新
見
市
総
合
福
祉
Ｃ
）

27
日　

靖
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会
定
例
総
会
（
靖
國
神
社
参
集
殿
）

30
日　

笠
岡
市
遺
族
連
合
会
定
期
総
会
（
笠
岡
市
老
人
福
祉
Ｃ
）

平
成
二
十
七
年
六
月
行
事
表

１
日　

県
連
盟
監
査
会
（
県
連
盟
事
務
所
）

３
日　

終
戦
70
周
年
記
念
戦
没
者
追
善
法
要
（
岡
山
市
三
門
・
妙
林
寺
）

４
日　

県
連
盟
常
任
理
事
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

　
　
　

高
梁
市
川
上
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

玉
野
市
遺
族
連
合
会
定
期
総
会
（
玉
野
総
合
福
祉
Ｃ
）

７
日　

自
由
民
主
党
岡
山
県
連
合
同
会
議
（
岡
山
プ
ラ
ザ
Ｈ
）

８
日　

日
遺
第
３
回
評
議
員
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

日
遺
第
８
回
理
事
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
理
事
会
・
総
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

水
落
敏
栄
君
を
励
ま
す
会
（
東
京
都
内
）

９
日　

終
戦
70
周
年
記
念
全
国
戦
没
者
慰
霊
慰
霊
大
祭
（
靖
國
神
社
）

　
　
　

日
遺
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
都
道
府
県
本
部
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

11
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
評
議
員
会
（
鴨
方
町
内
）

　
　
　

真
庭
市
遺
族
連
合
会
役
員
総
会
（
久
世
公
民
館
）

12
日　

久
米
郡
美
咲
町
遺
族
会
役
員
総
会
（
中
央
ふ
れ
あ
い
Ｃ
）

13
日　

笠
岡
市
戦
没
者
追
悼
式
（
笠
岡
市
民
会
館
）

15
日　

第
６
回
県
連
盟
理
事
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

　
　
　

�

岡
山
県
護
國
神
社
崇
敬
者
大
総
代
総
代
合
同
会
議（
い
さ
お
会
館
）

19
日　

美
作
地
区
戦
没
者
招
魂
祭
（
津
山
雇
用
労
働
Ｃ
）

　
　
　

久
米
郡
久
米
南
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

22
日　

岡
山
県
戦
没
者
顕
彰
会
常
務
理
事
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

23
日　

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
（
沖
縄
県
）

26
日　

浅
口
市
鴨
方
町
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

29
日　

岡
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
岡
山
市
民
会
館
）

30
日　

第
５
回
県
連
盟
評
議
員
会
（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

第
７
回
県
連
盟
理
事
会
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

平
成
二
十
七
年
七
月
行
事
表

16
日　

平
成
27
年
度
戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
東
京
都
内
）
一
泊


